
都市計画課長の仕事宣言！ 

都市計画課長 藤 川 博 一 

①重点施策項目名 秩序ある市街地の形成と土地利用の円滑化を図ります 

○都市計画マスタープランの策定 

 

②目標値 ― 

 

③今年度の取組 

方針 

平成２９度から令和元年度までの３年間で、長期的な視点からのまち

づくりの基本理念や都市の将来像を定め、土地利用や道路・交通体系、

その他都市施設等に関する方針を示す「都市計画マスタープラン」を策

定することとしています。 

昨年度、全体構想と地区別（小学校区単位：８地区）構想の素案を作

成しました。本年度中に都市計画審議会での審議、更にパブリックコメ

ントを実施したうえで策定する予定です。 

 

④今年度の取組 

結果 

 

 前年度までの成果を踏まえ、全体構想、地区別構想及び都市づくりの

推進方策について、随時、都市計画審議会にて審議頂き「都市計画マス

タープラン案」を作成しました。 

 また、パブリックコメントを実施し、令和２年２月 13 日開催の都市計

画審議会において答申を得ましたので、今年度中の策定に至りました。 

⑤数値目標の結果 ― 

 

 

⑥成果と課題 

（次年度に向けて） 

 平成 29 年度から今年度までの３ヵ年で取り組んできましたが、概ね当

初の予定どおりのスケジュールで、策定することができました。 

今後は、都市計画マスタープランの方針に沿った各分野の施策・事業

の実施が求められることから、関係各課への意識付け、適切な進行管理

を行っていく必要があります。 

  

 

 

◇所管部長の指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 都市計画マスタープラン策定については、スケジュールとおり進捗したが、来年度以降の各

分野の施策・事業の実施についても、適切に対応しいくこと。 

重点事業ごとに１枚 



都市計画課長の仕事宣言！ 

都市計画課長 藤 川 博 一 

①重点施策項目名 鳥栖駅周辺の利便性を図ります 

 

②目標値 鳥栖駅利用者数 

〔後期基本計画期間〕 

平成 25 年度 14,000 人 ⇒ 令和２年度 14,500 人 

 

③今年度の取組 

方針 

昨年度、橋上駅・新自由通路を核とした鳥栖駅周辺整備事業は、財政

的な問題で断念となり、市民の皆様を裏切る結果となってしまいました

が、鳥栖駅周辺の課題解決を少しずつでも進めていかなければならない

と考えております。 

先ずは、関係機関との良好な関係を再構築しつつ、将来の事業化を見

据え、これまでも進めてきた鳥栖駅東側の土地開発公社用地の買戻しを

行います。また、市議会からも指摘を受けましたが、財政面での備えと

して基金の積み立ても進めていきたいと考えています。 

目先の問題として、鳥栖ビル跡地の利用策を考えていきます。 

 

 

④今年度の取組 

結果 

 

鳥栖ビル跡地の利用策につきましては、庁内及び商工会議所など地元 

関係団体との協議を行いながら暫定活用策についての検討を進めまし

た。 

⑤数値目標の結果 鳥栖駅乗車人員 7,162 人／日（平成 30 年度）※降車人員は非公表 

  

⑥成果と課題 

（次年度に向けて） 

 鳥栖ビル跡地の暫定活用につきましては、より多くの方に利用しても

らえるよう、若い世代などからのご意見も聞きながら設計を進めたいと

考えております。 

 

 

 

◇所管部長の指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 鳥栖ビル跡地の暫定活用について、適切に進めていくこと。 

重点事業ごとに１枚 



都市計画課長の仕事宣言！ 

都市計画課長 藤 川 博 一 

①重点施策項目名 公園・緑地の整備を進めます 

 

②目標値 市民１人当たりの公園面積 

〔令和元年度〕 現状値 11.2 ㎡ ⇒ 令和元年度末 11.2 ㎡ 

〔後期基本計画〕平成 26 年度 11.4 ㎡(都市・児童・開発の計) 

⇒ 令和２年度末 11.4 ㎡以上 

③今年度の取組 

方針 

だれもが安全で快適に利用でき、うるおいと安らぎを与える交流の場

としての公園・緑地を維持するために、公園施設長寿命化計画等に基づ

き公園施設の更新等に取り組みます。 

 

④今年度の取組 

結果 

 

 公園施設長寿命化計画基づき、優先度を踏まえ、八ツ並公園・蔵上北

公園・蔵上東公園・布津原公園の遊具等の更新を行いました。 

 また、令和５年に市民公園内の球場、体育館、陸上競技場を会場とし

て開催される国民スポーツ大会等に向け、計画的に会場周辺の老朽化し

た公園施設を改修するため、今年度については、第２駐車場トイレの設

計を行いました。 

 

⑤数値目標の結果 市民１人当たりの公園面積 

令和元年度末 11.2 ㎡ 

 

⑥成果と課題 

（次年度に向けて） 

 都市公園については、公園施設長寿命化計画に基づき、公園施設の更

新を国庫補助の活用も含め、今後も取り組んでいきます。 

 令和２年度については、田代公園遊具更新・市民公園照明６基更新、

中央公園照明３基更新予定しております。 

また、市民公園については、令和４年度までに、国民スポーツ大会会

場周辺のトイレ及び園路等の改修を国の補助を活用しながら取り組んで

行きます。 

令和２年度については、第２駐車場トイレ改修、第１駐車場トイレ設

計、園路等大規模改修設計を予定しております。 

 今後の課題として、近年の豪雨による公園災害対策及び都市公園以外

の児童遊園等の公園施設も老朽化しており、計画的に改修を進めていか

なければならないと考えております。 

 

 

 

◇所管部長の指示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後も公園長寿命化計画に基づき、着実に修繕・更新に取り組んでいくこと。また、国民

スポーツ大会に向けて、計画的に会場周辺の環境整備に取り組んでいくこと。 

重点事業ごとに１枚 



都市計画課長の仕事宣言！ 

都市計画課長 藤 川 博 一 

①重点施策項目名 機能を重視した効率的な道路整備を進めます 

 

②目標値 都市計画道路の見直し路線 

〔令和元年度〕   現状値 ８路線 ⇒ 令和元年度末 ８路線 

〔後期基本計画期間〕現状値  ８路線 ⇒ 令和２年度 12 路線 

 

③今年度の取組 

方針 

都市計画道路の見直しにおいては、鉄道交差部の都市計画道路を中心

に、見直し・再編等の方向性を見出すため、関係機関と協議し将来道路

網の方針を決定していきます。 

 

 

 

④今年度の取組 

結果 

関係機関との協議は行ったものの、年度内に鳥栖市都市計画道路見直

し検討懇話会を開催するには至りませんでした。 

 

 

 

 

 

⑤数値目標の結果 都市計画道路の見直し路線 

令和元年度末 ８路線 

 

⑥成果と課題 

（次年度に向けて） 

契機となった鳥栖駅周辺整備事業が断念となりましたので、都市計画

道路見直しの今後の進め方について整理が必要であると考えておりま

す。 

 

 

 

◇所管部長の指示 

 

 

 

 

 

 

 

 都市計画道路見直しの今後の進め方について、関係機関との調整を図りながら、整理してい

くこと。 

重点事業ごとに１枚 


